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スカイリーフ ST ACRO スカイリーフ ST ACRO 注意事項注意事項
電動 RC飛行機電動 RC飛行機

このたびは スカイリーフ RCプレーンをお買い上げいただ
きまして誠にありがとうございます。ご使用の前に、この
注意事項をお読みのうえ、正しく安全にお楽しみください。

組立方法の説明
Futaba WEBホームページに記載していますので必
ずご参照ください。

http://www.rc.futaba.co.jp
この飛行機は未経験者には組立・飛行できません。
本機は R/C飛行機の組立、飛行を十分マスターした中上
級者が対象となっています。R/C飛行機は特有の組立、
飛行技術が必要です。未経験の方には組立や飛行するこ
とができません。未習熟の方の飛行中の事故に関しては
弊社は一切責任をおいません。

飛行のために必要な物
このセットは、飛行機の半完成キットです。飛行するためには
RC送受信機・サーボ・R/C飛行機用モーター・ESC　( サーボ・モー
ター・ESC付きセットもあります）バッテリー・充電器などが
別に必要です。また組立には接着剤や各種工具が必要です。

機体の精度について
この飛行機は半完成キットのため、若干の寸法誤差があります。
組み立てには多少の加工や調整が必要になります。また、機体
は温度、湿度などによって変形がおこる場合があります。その
場合は修正してご使用ください。

アクロフライトについて
この飛行機は高度なアクロフライトができるように、舵の面積
が大きく、舵角も多くとれるようになっています。アクロフラ
イトは、はげしい動きで、予期せぬ失速がおきる危険性があり
ます。また、舵角を大きくすると、ニュートラルの保持力が低
下して、高速飛行時にフラッターが起きやすくなります。アク
ロフライトは、飛行技術がある方が、人や建物・自動車などに
被害がおよばない安全な場所で、操縦者自身もヘルメット、防
護メガネを付けるなど十分安全に考慮して、自己責任にてお楽
しみください。

表示の意味
本書の中で次の表示がある部分は、安全上で特に注意する必要
のある内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用
者または他の人が死亡または重傷を負う危険が差し

迫って生じることが想定される場合。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用
者または他の人が死亡または重傷を負う可能性が想
定される場合。または、軽傷、物的損害が発生する

可能性が高い場合。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用
者または他の人が重傷を負う可能性は少ないが、傷
害を負う危険が想定される場合。ならびに物的損害

のみの発生が想定される場合。

図記号： ；禁止事項　 ；必ず実行する事項

この製品は完成機ではありません。お客様自身で正確に組
み立て自己の責任にて安全にお楽しみください。組立不良
による事故に関しては弊社は一切責任をおいません。

この飛行機は飛行性能を向上させるために、極力軽量化し
ています。そのため機体強度は最低限となっています。機
体を強く握ったり、上にものを乗せたりすると破損するこ
とがあります。機体の取扱いには十分な注意が必要です。

模型用途以外に使用しないでください。

各配線の金属部に直接触らないでください。
■高電圧部に触れると感電して死亡・大ケガする恐れがありま
す。

エンジンを搭載しないでください。
■本機は電動モーター専用です。エンジンを搭載すると破損す
る危険性があります。

雨の日、風の強いときや夜間は絶対に飛行させないでくだ
さい。
■機体内部に水が入り空中分解したり、操縦不能となったり、
また、見失ったりして墜落します。

疲れているとき、病気のとき、酔っているときは飛行させ
ないでください。
■集中力を欠いたり、正常な判断ができないため思わぬ操作ミ
スをおかして墜落します。

次のような場所では飛行させないでください。
・人の近くや上空　　
・法律、条令で飛行が禁止されている場所
・家屋、学校、病院、道路など人の集まる場所の近く
・高圧線、高い建造物または通信施設の近く
■電波の混信や障害物などにより墜落したり、万一、プロポや
機体の故障により墜落した場合、人命を奪ったり、家屋等の
損傷をひきおこします。

使用中、使用直後には、モーター、モーターコントローラー、
バッテリー等には触れないでください。
■高温になっているためヤケドします。

急降下等でスピードを上げすぎないでください。
■高速になりすぎるとフラッターで機体が破損し墜落します。

高速時に急なエレベーター操作をしないでください。
■失速して操縦不能になります。また、過度のGがかかり空中
分解して墜落します。

過度の低速状態にしないでください。
■失速して操縦不能になり墜落します。

人や建物・自動車に向かって飛行しないでください。
■激突して死亡や大ケガ、器物破損の恐れがあります。

機体・バッテリー・プロポ等を幼児の手の届く所に放置し
ないでください。

注意事項
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■触って作動させたり、バッテリーをなめたりすると、ケガを
したり、化学物質による被害を受けます。

機体・バッテリーを火の中に投入したり、加熱したりしな
いでください。
■爆発、破裂、異常発熱、漏液、有毒ガス等により、ケガ、ヤケド、
失明等をします。

プロペラの回転面、前方、側面に、手や体を置かないでく
ださい。
■プロペラに触れたりプロペラが破損した場合、死亡や大ケガ
のおそれがあります。

動力用リチウムポリマーバッテリーに関する注意事項

購入されたバッテリーメーカーの安全に関する注意事項
をよくお読みください。

一般にリチウムポリマーバッテリーは、墜落や衝突など
で機体に強い衝撃が加わった場合に発火する可能性があ
ります。

墜落や衝突の際に使用していたリチウムポリマーバッテ
リーは再使用しないでください。

墜落や衝突などで機体に強い衝撃が加わった場合は、す
ぐに機体からバッテリーを取り外して防火できる場所に
保管してください。

小さなお子様のいる場所で組立はしないでください。
■小さな部品やビニール袋などをくちにいれる危険性があります。

換気の悪い場所で接着剤や洗浄剤を使用しないでくだ
さい。
■中毒になる危険性があります。

正確に組み立ててください。
■組立不良や改造をすると空中分解や墜落する危険性がありま
す。

各舵の動作方向を十分に確認してください。
■舵の動作方向を間違えると操作不能で墜落します。

リンケージは軽くスムーズにひっかかりのないようにして
ください。
■リンケージが渋かったりひっかかったりしたまま飛行すると
操縦不能で墜落します。

安全のため、常に機体が視認できる状態で飛行してください。
■建物等の大きな障害物の背後への飛行は見えないばかりでな
く、通信品質も低下し機体のコントロールができなくなる恐
れがあります。

飛行前には必ず機体の点検を実行してください。
■機体、プロポ等のどこかに一つでも異常があれば墜落します。

＊毎回飛行前に、機体各部の点検をおこなってください。各舵を動
作させてみて、各舵が追従動作することを確認します。追従動作
しない場合や異常な動作をする場合は飛行しないでください。

安全上、必ずフェイルセーフ機能の設定を行ってください。
■スロットルのフェイルセーフ設定は通常の場合、動力モー
ターが停止するように設定します。また、状況に合わせて安
全な位置に設定してください。正しく電波を受信できなく
なった場合に、全速で墜落すると大変危険です。

機体やプロポの調整を行うときは、必ず動力用モーター配
線の接続を外してください。
■不意にプロペラが回転した場合、死亡や大ケガをします。

カッターやドリル、キリ、ニッパーなど使用する場合は、
けがに十分に注意してください。
■組立には工具が必要です。危険なものもありますので十分注
意してください。

機体は次のような場所に保管しないでください。
・火気のあるところ。
・極端に暑い（30℃以上）、寒い（-10℃以下）。
・直射日光があたるところ。
・湿気の多いところ。
・振動の多いところ。
・ほこりの多いところ。
・蒸気や熱があたるところ。
■上記のようなところに保管すると、火事や機体の変形・故障
の原因となります。

■暑い日に日の当たる場所に機体を置いておくと、変形したり、
素材にシワが発生したりします。機体は日陰に置くようにし
ましょう。

使用しない場合は、バッテリーを機体から取り出して、湿
気の少ない場所に保管してください。
■そのまま放置すると、電池の漏液により、機体の性能や寿命
を低下させます。

バッテリーの充電は、かならず機体からはずして、はなれ
た場所でおこなってください。
■機体に搭載したまま充電すると火災の危険性があります。

ラジコン保険に加入してください。
■ラジコン保険の加入申し込みはラジコン操縦士登録代行店に
問い合わせてください。

航空法に従い機体の登録を行なってください。
■重量（機体本体の重量とバッテリーの重量の合計）が 100 g
以上の無人航空機（ドローン・ラジコン機等）は改正航空法
の対象となり機体登録が義務化されました。

□法律の施行・改正のお知らせ

□機体登録制度について

（この製品の修理はおこなっておりません。）

ラジコンカスタマーサービス
お問い合わせは下記の弊社ラジコンカスタマーサービスへどうぞ。

双葉電子工業（株）ラジコンカスタマーサービス
〒 299-4395 千葉県長生郡長生村藪塚 1080　
TEL.(0475)32-4395



*NOTE manual reads top row before
proceeding to the bottom row of the page.
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The ball link ends have a small groove molded into them. 
This is the side you will glue to the pushrod. 
Using medium CA is easier on this step but thin also works well.

*be sure to sand the rod ends so that there is a rough surface for 
the CA to bond to.
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Once you have one pushrod connected to the control horn, power up your 
aileron servo and center it. Then attach your servo arm and differential arm
to the servo.Ensure the the differential arm is angled forward towards the 
nose of the aircraft.
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Put a bead of medium CA all the way down your top fuse as you begin
prepping it to join to the assembled fuse.
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Attach a micro ez link connector to both rudder and elevator
servos
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& elevator

Skyleaf ST Manual

Page 16 of 21



Use Medium CA to glue all the pushrod guides into their slots.
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Dual rate/Expo

High Rate (Advanced)

Mid Rate (General)

Low rate (Calm)

Aileron Elevator Rudder

50/-35 50/-20 70/-25

100/-60 100/-60 110/-30

30/-35 35/-35 50/-35

Required to complete:
-CA Medium
-CA Thin
-Zap Goo (optional replacement for CA)
-4ch radio (min)
-4ch receiver (R3004SB,R3104SB, R2106GF)
-2S-3S Lipo 250mah-400mah (XT30 connector if using PSC-15)
-Phillips screwdriver/Flathead Screwdriver
-Heat gun
-Hobby blade/xacto
-1/32 drill bit (optional)


